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事業名 ： 自然エネルギーの普及モデル構築等支援委託業務  

会議名称 第 2回政策調査部会 ミーティング 

開催日時 平成 24 年 3 月 8 日（木） 19：00～21：00   

実施場所 松本 M ウィング 会議室 

参 加 者 

平島安人(世話人)、中山安正、福澤正人、 

松岡実、黒内利浩、 

宮下喬一(信州ネット事務局)、山本逸人(信州ネット事務局) 

以上 7名 

配布資料 ・規制調査アンケート集計結果(山本) 

記 録 者 山本逸人(自然エネルギー信州ネット事務局) 

実 施 内 容 

１）諸連絡 

平島さんより、3/15 の理事ミーティングの報告と 3/22 成果発表会の説明がありました。

 

２）規制調査アンケートのまとめ 

[議論された内容] 
 
・中島さんより「アンケート結果を受けて、国の規制改革委員会担当者との意見交換の場

をセットしたい」との連絡があったのを受け、議論した。 

 

・上記を重要な機会ととらえ、信州ネットとしてポイントを絞った意見や提案をまとめる

ことが重要との認識で一致した。 

 

・ひとつには、政策調査部会として調査結果を精査してポイントと考えられることをピッ

クアップする。 

 

・各専門部会も関連する内容なので、回答内容を各部会に関連する内容に分類し、それぞ

れを各部会に紹介し、部会からの追加情報の提供や、意見出しを依頼する。 

 

・日程がタイトとなりそうなので、国との意見交換日程を中心に、必要な対応がとれるよ

うな日程を立て、対応をとる。  
 
[結論] 

・アンケート回答のカテゴリー別に、各専門部会 ML へ追加意見や賛同意見提出を依頼す

る（山本）。 

・政策調査部会員は、回答の中でもポイントとなると考えられる事項を各自でピックアッ

プする。 

・国や県に提案すべき内容を政策調査部会で再検討する。 

 

・国との意見交換の場の日程状況を確認し（宮下）、 

  今後の対応日程を速やかに決める（平島）。  
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 ３）2012 年度 活動方針・計画 

（結論） 

・年間通しての活動としては、長野県のあるべき姿を描くことを最優先する。  

 

・政策提言については、今回の調査へのフォローアップを行い、提言ポイントを絞り込む

作業を進める。 

 

・基礎的な調査については、まず既存のものの在処を把握し、共有する。 

 

・マネジメント部会との連絡をとり、信州ネット各部会の状況を把握する方法を検討す

る。  
 
・政策調査部会の４つ運営方針のうち、どの活動に関わりたいのか部会員にヒアリングを

行う。 
 
①ビジョンづくり 

②政策・施策提案 

③基礎調査 

④信州ネットの総合力向上 
 
今回、出席された部会員の希望は、以下のとおり。 
 
黒内さん・・・①ビジョンづくり 

中山さん・・・②政策・施策提案 

福澤さん・・・③基礎調査 

松岡さん・・・②政策・施策提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

記 録 写 真 

                  
 


